
動物や魚の骨などの欠片

植物の種子など

ヒエ属の種子

ヒエ属の種子
　左の写真上段の種子は 4a

層 で 検 出 し た 焼 土 粒 集 中

（4DB04）から、下段の種

子は 4b 層で検出した炉跡

（4HE02）から見つかりま

した。この他に、4a 層で検

出した炉跡（4HE20）から

もヒエ属の種子が見つかっ

ています。

　続縄文文化初頭の H317

遺跡からはヒエ属の種子が

見つかっていますが、縄文

文化の遺跡からは、市内で

はじめての発見です。 クルミの殻（クルミ属内果皮）の破片

 炉跡などの土の中から見つかった微細な遺物
　炉跡などの周囲で採取した土の中から見つかっ

た微細な遺
い ぶ つ

物を調べた結果、石器の材料となる

黒
こくようせき

曜石や頁
けつがん

岩などの小さな欠片（砕片）、植物の

種子、動物や魚の骨の欠片などが見つかりまし

た。これらの微細な遺物の内容から、炉の周囲で

は、黒曜石や頁岩などを打ち割って石器をつくっ

たり、採集してきたクルミの殻を割ったり、狩り

や漁でとってきた動物や魚を解体・調理したりし

ていたものと推測されます。

　微細遺物については整理途中であるため、今後

の作業の進展に伴って、新しい発見があるかもし

れません。

（4HE20 出土）

※上段：長さ 1.20 ×幅 1.10 ×厚さ 0.50（mm）
　下段：長さ 1.35 ×幅 1.00 ×厚さ 0.70（mm）

サケ科

　　a ～ d ： 犬
け ん し じ ょ う し

歯状歯

※部位によって、歯の大きさや形が異なります。

サケ科

　　a ： 担
た ん き こ つ

鰭骨の破片　　　b ： 椎
ついこつ

骨の破片

　　c ： 腹
ふくつい

椎　　　　　　　　　d ： 尾
び つ い

椎

コイ科

　　a ・ e ： 腹椎　　b ： 尾椎　　c ・ d ： 椎骨

　　　　　　　　　※ c ～ e はウグイ属である。

チョウザメ科

　　a ・ b ： 鱗
りんばん

板の破片

※焼けて炭化しています。

哺乳綱 ( ほにゅうこう ) 

　　a ： 海
かいじゅう

獣類あるいは鯨
くじら

類の骨片

　　b ： 種不明の動物の骨片　　　　　　c ： 鹿
ろっかく

角製品の破片

4

※顕微鏡拡大写真

（a ～ d ： 4HE02 出土）

a b c d a b c d
a b c d e

（a ・ b ： 4HE02 出土、 c ・ d ： 4DB04 出土） （a ・ c ： 4HE02 出土、 b ・ d ・ e ： 4DB04 出土）

（a ： 4HE02 出土、 b ： 4DB04 出土）

a b

（a ・ b ： 10-06 区出土、 c ： 4DB04 出土）
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背面 側面 腹面

黒曜石や頁岩の細かい欠片（砕片）

頁岩の砕片

黒曜石の砕片

（4HE20 出土）

（4HE20 出土）

※これらの砕片は、石器をつくる際に、
周囲に飛び散ったものと考えられます。
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